
親切運動の取組について 

砺波市立鷹栖小学校 

児童数 142名 

１ 親切運動の取組の紹介 

 

⑴ 朝の清掃活動 

全校児童が気持ちよく学校生活を送ることができ

るように、週２回、環境栽培委員会が朝清掃を行い、

廊下や階段等を清掃している。また、委員会の時間に、

清掃用具の整備をしたり、みんなが使う体育館等の清

掃をしたりして、学校をきれいにしようと努めてい

る。 

 

⑵ 花壇の整備 

環境栽培委員会が中心となり、中庭や校舎前の花壇

に花の種や苗を植えた。少しでも長くきれいな花が咲

くように、互いに声をかけ合って、水やりをしたり草

むしりをしたりして、世話をした。きれいな花を見て、

全校児童が気持ちよく学校生活を送ることができた。 

 

 

⑶ たかのこフェスティバル 

６年生が「たかのこフェスティバル」を企画・運営し

た。どの学年の子供も楽しめるように、ゲームの内容

やルールを工夫した。人生ゲームや絵しりとり等をし

て、楽しく異学年交流ができた。２学期には、もっと楽

しめるようにルールを分かりやすくする等工夫を重

ね、さらに楽しく活動することができた。 

 

２ 親切運動に取り組んで 

 

・取組の成果 

委員会や６年生が中心となって清掃や栽培、遊び等のボランティア活動に取り組んだ

ことで、清掃や栽培、遊びを通じて同学年、異学年の交流が生まれ、温かい人間関係づ

くりへとつながった。 

・課題と今後に向けて 

   子供たちの願いやアイディアを生かすことで、活動がより活発になった。このような

活動をこれからも続け、子供たちの思いやりの心を育てていきたい。 

＜清掃活動をする子供たち＞ 

＜人生ゲームをしている子供たち＞ 

＜花の苗を植える子供たち＞ 

７ 


